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２００９年１２月４日
株式会社 廣済堂

ＩＴＳイニシアティブ ネットワークサービスＢＵ
林 太一

廣済堂が提供する
ミュージアムソリューションのご案内
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廣済堂におけるミュージアム市場への参入は
1993年。以来、15年以上にわたり、デジタル
アーカイブ、作品管理や展示閲覧、Ｗｅｂと
いったデジタル分野でのソリューションの提供
を行っています。

美術館・博物館向け商材

ミュージアム市場での実績

東京国立博物館、東京国立近代美術館
国立歴史民俗博物館、文化庁、国立新美術館
いわさきちひろ美術館、練馬区立美術館
川崎市岡本太郎美術館、千葉市美術館
東京藝術大学大学美術館、消防博物館
兵庫県立近代美術館、横浜美術館
武蔵野市立吉祥寺美術館、逓信総合博物館
国文学研究資料館、文化学園服飾博物館
渋沢資料館、たばこと塩の博物館など 敬称略

収蔵品管理システムの
新しいスタイル

国内トップの実績を誇る
デジタル画像作成

収蔵品管理システム

Ｗｅｂソリューション

デジタルアーカイブ

展示閲覧システム

超高精細画像を展示用端末や
大画面ディスプレイで閲覧可能
な高精細画像Ｖｉｅｗｅｒを活用

ホームページの制作をはじめ、
Ｗｅｂ上での収蔵品検索、
研究成果発表、高精細画像
閲覧など様々なＷｅｂリュー
ションを提供

クライアント実績

ミュージアム市場と廣済堂の関わりについて
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廣済堂は全てのミュージアムで導入可能な収蔵品管理システムを目指し、
２００２年、日本初のインターネット経由でサービスをご提供する収蔵品管理システム
「ミュージアム・データバンク」をリリースしました。

収蔵品管理システムの新しいスタイル
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■インターネットに接続したパソコンだけでご利用できます。

収蔵品管理システムの新しいスタイル

「ミュージアム・データバンク」は、クラウドコンピューティング（Ｃｌｏｕｄ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ）という
インターネットからＩＣＴリソース（サーバ、システム、ストレージなど）を利用する、
新しいスタイルの収蔵品管理システムです。

● インターネットに接続したパソコンだけでOK

• Windowsでも Macintoshでも。

•パソコンを新しく変えても

• OSをバージョンアップしても。

•事務室からも 収蔵庫からも 外出先からでも。

● 低コストで導入可能

•サーバ機器類やサーバ室は不要。

•サーバ管理者も不要。

● 迅速な保守対応

•システムが近くにあるため、迅速な保守対応が可能。

● 充実したサポート業務

•データのバックアップ（月1回～）。

•セキュリティ対策。

• OSやアプリケーションのアップデート。

● セキュリティや災害にも強いサーバ環境

• Museum Databankは高いセキュリティと堅牢性

を備えたデータセンターにてサーバーを運用。

● 成長するシステム

•バージョンアップによる機能追加などを追加費用

なしで利用可能。

廣済堂は（財）日本情報処理開発協会の
プライバシーマーク制度の認定を受けて
います。
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■スタートも簡単、使いながらの変更も可能です。

収蔵品管理システムの新しいスタイル

作品管理

絵画 彫刻 工芸 版画

陶磁器 染織

作品名 寸法 作品名 額寸法 画寸法

ミュージアム・データバンクは、ネイティブＸＭＬデータベースと呼ばれる、ＸＭＬデータの

格納に最適化されたデータベースエンジンを採用しています。

これまでのデータベースの主流であるＲＤＢ（リレーショナルデータベース）では、実現が

難しいとされてきたデータ構造の追加や変更が、システム稼動中に簡単に実現できます。

● まずはスタートできます

•最低限の項目を決めるだけで利用スタート。

•詳細な仕様書は不要。

•初期導入での設定が短期間で可能。

•既に保持しているデータの登録も行います。

● 使いながらの変更が可能

•システム稼動中でも、項目の追加・修正・削除が簡単に可能。

● 非定型データ管理に有効なデータベース

•項目数や長さが確定できない非定型データやテキスト系データはXMLデータベース向き

● 大容量でも高速検索が可能なXMLデータベースを採用

• 300万文献にもおよぶ特許公開公報でも採用実績のある「TX1」を採用
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■蓄積されたデータは、ミュージアムの財産です。

収蔵品管理システムの新しいスタイル

ミュージアム・データバンクは、ＸＭＬ形式でデータを保管します。ＸＭＬは、Ｗ３Ｃに

よって標準化勧告されたデータ記述言語で、特にインターネット上でのデータ交換を意図し

て設計されています。そのため、ＸＭＬデータはシステムに依存することなく、プラット

フォームの壁を越えた２次利用が可能になります。

● 蓄積されたデータが館の財産です

•将来的に他システムを利用する場合も継続して使えるデータ形式です。

• XMLデータから自動組版処理を行うことで、目録などの印刷物を低コストで作成可能。

■次への展開

●モバイルへの展開

• iPhone/iPod touchに対応。現場での活用がより便利になります。

●公開機能の強化

•ミュージアム・データバンクから公開サーバへの情報連携の標準パッケージ化。

●新料金メニュー

•ご利用しやすいライトパッケージをご用意。
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ご 利 用 料 金

●●ご利用料金についてご利用料金について

■初期費用

・５０万円

・項目設定、既存データ登録、ユーザーＩＤ設定

■フルパッケージ

・月額７万円

・ご利用いただける機能

①作品管理 ②作家管理 ③展覧会管理 ④作品貸出管理 ⑤写真貸出管理

・月１回のバックアップサービス

■ライトパッケージ ＮＥＷ

・月額４万円

・ご利用いただける機能

①作品管理 ②作家管理

・月１回のバックアップサービス

・オプションサービス：各月額１万円 ③展覧会管理 ④作品貸出管理 ⑤写真貸出管理
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導 入 実 績

● 逓信総合博物館 様

• オリジナル収蔵品管理システムからの移行

• 前システムは、ハード面、保守費用面で負担が大

• 前システムの不具合改修見積金額が多額

• 各部門（外国切手、日本切手、図書資料、写真資料、一般資料）毎で

管理手法が異なり、それぞれ独立して管理したい

● 川崎市立岡本太郎美術館 様

• オリジナル収蔵品管理システムからの移行

• 旧システムは、ハード面、保守費用面で負担が大

• 館内からサーバを排除し、年間運用コストを大幅削減

• 来館者向けシステム、公開用ホームページもASPサービスを利用

● 練馬区立美術館 様

• インターネットによる収蔵品公開に伴いシステム導入

• これまでは、エクセル等で個別に管理

• 来館者向けシステム、公開用ホームページもASPサービスを利用

• 著作権保護システムにより公開画像を保護

● 武蔵野市立吉祥寺美術館 様

• 新規開館に伴いシステム導入

• 開館準備のため収蔵品管理システム構築に時間が掛けられない

• 管理項目については、後から変更・追加をしたい

• 場所が狭いため、館内にサーバを設置するスペースがない

● 消防博物館 様

• これまでは、アクセスにて管理

• 件数も増え、複数人で管理をしたい

• 直ぐに利用したい（1ヶ月で稼動開始）

● 国文学研究資料館 様

• 研究者の研究データベースとして導入

• いろんな場所からデータベースにアクセスしたい

● トータルサービスの提供

• デジタルアーカイブ（画像、テキスト、動画）

• コンテンツ制作

• 展示用システム（高精細画像Viewer）

• システム構築

• ポータルサイト（Museum-Cafe）による情報公開

• ＩＣタグを活用した収蔵品、図書管理

● いわさきちひろ美術館 様

• これまでは、アクセスにて管理

• 東京と安曇野に館が分かれているが一元管理を行いたい

• なるべく早く利用をしたい

• 管理項目については、後から変更・追加をしたい
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デジタルアーカイブ

・展覧会情報量Ｎｏ．１サイト
・同ジャンルにおいて複合検索ができる唯一のサイト
・過去～今後の予定まで閲覧できる豊富な展覧会情報
・Ｗｅｂ、モバイル、iPhoneなど多岐に渡る媒体に対応

美術館・博物館に訪れるライトユーザーから
愛好家までの全てのユーザーへ！

【ＵＲＬ】
PC版 http://www.museum-cafe.com/

モバイル版 http://www.museum-cafe.com/i/

コンセプト

ステイタス

開催予定の展覧会情報はもちろん、前売りチケット、
関連商品（書籍、グッズ等）や館周辺の見所・交通・
旅行情報まで、ワンストップサービスによる国内最大級
のミュージアムポータルサイトを目指します。

ミュージアム・カフェについて

《情報掲載施設》
登録・提携館数：620件
（美術館：450、博物館：170）

《展覧会情報》
総数17,000件
年間2,000件登録
《ＰＶ数》 １６万ＰＶ/月
《ユニークユーザー数》
24,000ユーザー/月

《訪問ユーザー動向》
男女比ほぼ５分、男性は30～50代、
女性は20～30代が中心のユーザー
層が訪問している。

20代
30代
40代
50代
60打以上

ユーザー会員数は現状約1200人。
職業別では約50％が会社員、８％が
研究職などの美術関係者。

現在のトップページ
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当サイトの目玉コンテンツでもある注目展覧会のタイアップ記事。
一番インパクトの大きいメインバナーからの誘導とともに、
個別ページはクライアント様の融通の効く構成が可能となります。

タイアップ記事とあわせて、
トップページでも一番のインパクトのあるメインバナー展開ができます！

展覧会タイアップ記事広告
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1月8日サイト全面リニューアル

ミュージアム・カフェの次の展開について

１．2000年公開以来のサイト改修
・キーワード検索によるアクセス数向上のためのＳＥＯ対策
・コンテンツの拡充（閲覧コーナーの増設：特集、コラムなど）
・機能の拡充（ユーザーによるカスタマイズ、口コミ、ブログなど）

２．モバイル対応
・ＮＴＴドコモ公式サイト開設（1月２５日予定）
・最新のiコンシェルサービス（ＧＰＳ）対応
・iPhoneからのアクセスに対して最適化表示対応
・au、ソフトバンクの通常端末においても利用可能
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ミュージアム・カフェの次の展開について

2000年

10月 ～

【 地域選択】

北海道・東北

関東

東京都

北陸

東海

近畿

中国

四国・九州・沖縄

待ち受け画像

ただいまMuseum-Cafe
のロゴマークをプレゼント中
です！

2002年

1月 ～

■ＰＣ向けサイトＴＯＰ画面 2008年

10月 ～

リニューアル後

リニューアル後

モバイルサイト
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ミュージアム・カフェの次の展開について

2000年

10月 ～

リニューアル後

ＰＣ向けサイト 展覧会情報画面



Copyright © 2009 KOSAIDO All Rights Reserved.

■ミュージアムカフェ マンスリーガイド ～オススメ展覧会ピックアップ～

全国で開催されている展覧会の中から４０の展覧会をピックアップし、ポスター・チラシ画像を閲覧できる
無料アプリを7月31日より配信開始し、ダウンロード数ランキング１位を獲得！
世界77カ国に向けて配信！

■ライフスタイル分野
ランキング１位

■総合ランキング１位
（8/３～５）

iPhone/iPod touch向けサービス

現在８万ダウンロード
※８万人のユーザー様に
楽しんでいただいています
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9月25日の全国・地方各紙において紹介
10月～12月まで、主要17雑誌においても紹介予定

iPhone/iPod touch向けサービス


